
目

今年 もまたさわやかなニュース

イスラエルに旅 して

天山北路の町アルマアタ

第12回 国際植物学会に出席して

第13回太平洋学術会議に出席 して

いけばなの歴史

私の読 んだ本 (23)        和 田 昭 允

「撃森発異高型看撃破稀彗舞罰窪糧百
」

生かす道一」

く弓=音 6ツ肖齊訳〉

7号―一

2

3

4

6

7

8

(11～ 17)

今から約150o万年ほど前、日本列島は広く暖海に被わ

れ、現在日本の近海には見られない熱帯系の生物が生息

していた。この塔型の巻貝はビカリアとよばれ、この時

期 (第二紀中新世中期)に 日本列島まで侵入してきた熱

帯系動物群の中では最も有名で、化石コレクターたちの

間では目玉商品として大切に扱われている。

この員を含む地層の性質や一緒に発見される他の化石

などからみて、この大きな巻貝は、奥深い入江のマング

ロープの茂る干潟に生息していたものと考えられている。

今までに知られている分布の北限は、北海道南西部の日

本海に浮ぶ奥尻島で、当時の黒潮は北海道中部までは確

実に達しており、その付近に現在銚子沖にみられるよう

な寒流・暖流のぶつかる潮目があった。この大いトゲを

もった巻貝は、日本列島のたどった変転きわまりない歴

史の一コマのplE言者として、いま私の部屋の片すみに転

東 京 大 学 理 学 部

昭和 50年 10月
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影      今 年 も ま た さ わ や か な ニ ュ ー ス
      影

″                                                 ″
″                                                 ″
″                                               ″

影       学者6長 植 村 泰 忠 影
″                                                 ィ
″                                                 /

を  10月
21日
‐
―の夕方, 出先きから帰宅して夕刊をみると, 本年の文化の日 影

影 にはェ橋節郎先生が文:イヒ勲章をお受けになることになった旨の記事があ 影

: を
':::Li「暑l糖
‐
i#:1秩 :]f:貨二菫彙勇:元彙ζ熙菫票賛:

多 
り,近刊?広報にまにあわせて至急一筆せよとのことで, とりあえずお 影″

蒻 祝いの言葉を記す次第 とな りま した。                影

を  先生
の筋収縮 と弛緩に関する御研究が高い評価を受けて居 られること 多

影 は,生物物理関係の方か らかねがね承 つて居 りましたので,先生がこの 影
″                                                  ″

影 栄誉を担はれ
る日のあろうことは私も期待 して居 りました。      多

影  先生の研究者としての優れた御資質と,たえざる日常の御精進とを知 多
影 るものにとつて, このことは当然とも申せましょう。         影
イ                                               ″

影  しかし本 日のニュースは,私共理学部の教職員院生学生にとつては, 影

影 やはり新鮮でほんとうにさわやか〔[,し塗二鳳二[Ili:[[秩 I晏 多影私共の明るい′心を代表させていたゞ
ダ                                                 イ

ジ と慶祝の意を表したいと存じます。                 多
多  数年前,物理学教室における生物物理学の今後の発展を考えて,江橋 多
霧 先生に是非お力添えを戴こうという希望を快よ〈おうけいた いゞて,先 影
イ                                                 /
影 生を併任教授として理学部に

お迎えできたことは私共の大きな喜こびで 影

影 ござ
いました。その結果現在物理学教室には生物物理の新 しい芽がその

多

影 研究教育活動に於いて着実に育ちつ ゝあります。世に謂 う学部の壁の厚 を
″                                                 ″

影 さとか,学部間協力の難か しさとかは,先生の深い御学殖 と,そのか人 〃

多
柄 と,研究一筋の御 日常の前には影 うす きものにす 争みえるように感 じ 影
彰 ます。先生の御壮健 と一層の御活躍をお祈 りする次第です。      多
″                                                 ″
イ                             (10,21日 夜記す) 努イ   .
イ                                                 ″
イ                                                 ″
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1975年 7月 , IUPACの 第25回 コングレスが,
イスラエル国エルサレム市で開催された。筆者は,

第26回 コングレスが1977年 に日本で開催されるため

の準備を進めている者の一人として,こ のコングレ

スに出席して,次回への招待の辞を述べるために,
イスラエルに向かつた。イスラエルといえば, あま

り日本人が行かないということで,広報委員から,

何か書けとのおおせである。たしかに,エ ルサレム

でもテルアピブでも,ま たハイファでも,街では一

人として日本人を見なかったが, アテネの空港につ

いたとたんにたくさんの日本人を見かけ, 日本語も

聞えるという状態になったのであるから,イ スラエ

ルは, 日本にとっては遠い国ということになるので

あろう。

さて,何を書 こうかと思いなやんだあげく,化 学
のかたい話を書いてもしかたあないし,観光記が書

けるほど観光をしてまわつたわけでもないから,イ

スラエルに旅 して, もっとも強烈な印象として残つ

たことを,理学部の皆さんにお伝えしようと考える

に至つた。印象に残つたというのは,入国のむずか

しさではない。たしかに, イランやアメリカからイ

スラエル航空にのってイスラエルヘ入った人は,大

変な安全チェッタを受けたらしい。カメラの中を見

せたり,シ ャープペンシルの中まで調べられたとい.

う話 も聞いた。 しかし,筆者は,ア テネからTWA
機でイスラエルに入ったので,そ のような経験は全

然なかった。ここでとりあげようとしているのは,

ユダヤ人達の精神面である。

アテネからテルアピプに向かうTWA機 はほぼ満
員であった。筆者の座席の隣も,ア メリカから夏休

みを利用して親戚をたずねていくという,大学生と

おぼしき女性が二人座っていた。彼女等 と交わした

会話は,お およそ月なみなものであった。しかし,

乗機がテルア ピブ空港に無事着陸すると,座席のあ

ちこちから急に拍手がおこりだした。何事かと思つ

て見ると,筆者の隣のか嬢さん達も手をたたいてい

るではないか。その原因について,彼女等とあまり

くわしく話をしたわけではない。 しかし,彼女等の

話のはしばしから,今 ようやく母なる国に帰つて来
たという気持がうかがえた。考えてみると,そ の飛

イ ス ラ エ ル に 旅 し て

道 則  (化学)

行機にのっていた人は,ほ んの数人を除いて,全て
ユダヤ系のアメリカ人だったのである。もちろん,

日本人は祖国を追い出されて他国で冷たい仕打ちを

受けたという経験をもっていないから,彼等の本当
の気持が筆者にわかるというわけではないが,そ の

ような民族が,いかに祖先の住みついた土地を大事

にするものかということをかい間見たような気がす

るのである。同じことは,パ レステナの人達にもあ

るに違いない。パレスチナ問題の根深さと困難さと

を, もう一度思い知らされた思いがしたものである。

ユダヤ人が,い かにイスラエルという国を愛 して

いるかは,今でも毎年何万という人達がアメリカか

ら移民としてきているという事実でも知ることがで

きる。実際,ア メリカからイスラエルに移住したと

し′ても,生活が向上する保証は何 もない。むしろ,

戦争などによる身の危険性は, イスラエルの方が大

きいであろう。それにも拘らず,彼等はそこが祖国

と思い定めて,そ こをよくするために移つてい くの

である。このことは,観光バスのガイドが言つた,

そこが住みやすいからでなく,そ こに住まねばなら

ないからそこにキブツをつくるという一言からも明

かであろう。

われわれ日本人は,国 という意識が,今非常に希

薄になっている (筆者が自然科学者 という意味で特

にそうかも知れない )か ら,彼等の愛国心を本当に

理解することは困難かも知れない。彼等に言わせる

と,イ スラエルは小さな国だか ら, 自動車で走れば

3時間もたたないうちに,西の海岸から東の国境ま

で行ってしまう。したがつて,外国からの侵攻 lrc見

えるためには,国民皆が銃をとって国を守るのはあ

たりまえだという。実際, よく知られているように,

イスラエルでは,青年が18才 に達すると全て兵役に

つき,男子は 3年,女子は 2年の勤務をする。学問

は,そ の兵役が終ってからするのである。筆者は,

い くつかの大学で,こ の徴兵制はイスラエルの学問

レベルにとってマイナスではないかと質問 した。答

はいろいろであったが, しかたがないという人より

も,その方が学問をする際の身の入れ方がよくなる

からよいのだという人が多かつたのは印象的であつ

た。考えてみれば,イ スラエルは戦争中の国なのだ
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か ら,こ れはあたりまえのことであろう。実際,筆

者がでかける 1日 前にも,エ ルサレム市の中心街が

爆破 されたことが日本の新聞に も報 じられた し,行
つて見た現場は,ま だ もとのままであった。また ,

筆者が滞在 した 2週中のある 1日 には, ヨルダンか

らロケ ット砲弾が 1発 とんできた。幸い誤射である

ことがわか り,犠牲者 もでなかったけれ ど,た しか

に,国 とい うものの存在 をいやとい うほ ど知 らされ

た 2週間であつた。

イス ラエルヘの旅で, もう一つぜひ述べておかね

ばならないのは,宗教のことである。 この点 も日本

人は,特に筆者は,無関心であるから,ず い分と奇

異の感に うたれたことがある。ユダヤ教の信者にと

つては,金 曜の夜から土曜にかけてが聖なる日で ,

休日となることはよく知 られているが,ユ タ・ヤ教の

信者達は, どの宗教の信者たちよりも敬けんなので

はないかと思 つた。例えば,エ ルサレム市の 1日 市内

の嘆 きの壁では,い つ行 ってみても祈る人の絶える

ことがない。そ して,わ れわれ観光者 もユダヤ教の

聖地に入るときには,頭をか くすための帽子 をわた

七月初旬,第 3回 日ソ触媒セミナーがソ連アルマ

アタ (Alma―Ata)で 開催され, 日本倶1の一員とし
て参加する機会を得た。アルマアタを訪問した最初

の日本の科学者だと云うことで,又 ソ連科学アカデ

ミーの招待であつたこともあって大いrC歓待され楽

しい旅行であつた。

日ソ触媒セミナニは,1971年 の第 1回はノボンピ

ルスクで,第 2回は1973年 に東京で開催され,今回

はソ連側で行われることになっていた。アルマアメ

で開かれると聞いて,先ず地図を調べてみた。ソ連

のアジア地方の西南部に位置するカザフ共和国 (最

近この国のパイコメールよリソユーズが打上げられ

た )は 東は中国に,西はカスピ海に接し, ソ連全土

の約八分の一を占める大共和国である。その首都が

人口83万人のアルマアタである。市は,北にパルハ

シ湖,南にインク・クル湖と天山山脈にはさまれた

標高 800mの 盆地にあり,昔 より有名なsilk road

の天山北路の上にあると云つた方がわかりやすいで

あろう。そこで silk roadに ついての本などをパラ

されるが,25回 の IUPACコ ングレスにでていた
ユダヤ人のおそらく半数以上が,その帽子をいつも
つけているのである。筆者は外国人ということで特

に免除されたらしいが,あ る大学では,食事をとる

ときには必ずその帽子をつけてお祈りをしてからに

するという。 しかし,こ のような宗教熱心さは,別

にユタ・ヤ人だけではないようである。回教徒が,太

陽が出たり沈んだりするときには, どこにいてもお

祈りをはじめることは聞いていたが,今回は筆者の

前の席にいたアラブ人が,飛行機の座席の上でお祈

りをするのにで くわした。はじめは何がはじまった

のかわからなかったが,そのうち,そ の動きは祈タ

であることがわかった。そして,彼は,ベ ルト着用

から禁煙のサインがでても祈 りをやめようとせず ,

ステュワデスを困らせていた。

思えばいろいろな経験をした 2週間であつたが ,

中東の問題を日本人が理解するためには,民族,宗

教など,い ろいると勉強しなければならないことが

多いというのが結論である。

天 山 北 路 の 町 ア ル マ ア タ

大 西 孝 治 (化学 )

パラめ くってみると,ア ルマアタはそ の昔天山北路

の町 Almatu(リ ンゴの町 )と して古 くは, 7世紀

三蔵法師の silk roadの旅行記「大唐西域記 」の

中に,ま た13世紀 イタリーの有名なマルコポーロの

旅行記の中にも記されていると云 う。その後多 くの

興亡を経て19世紀の中葉ソ連 の軍事基地 となり現在

の市に発展 したと云 う。

新潟 より発 つたアエロ
。フロー トは 日本海を越え

て約 2時間でババロフスクに到着 しここで 1泊。翌

日の昼頃そ こを発 ち,満席のイルーシン62は一路ア

ルマアタに向つた。途中チタ′バイカル湖のほとり

の美 しい町 イルク早ツク,学園都市ノポシビルスタ

と西進 し,そ こより南下 して約 3時 間 ようや くアル

マアタに着いたのは,ハ パロフスクを発 つてより11

時間後であつた。 ノボシビルスクまでは森や平野の

変化の少ない広大な土地の上空 を飛行 l´ ていたが ,

アルマアタに近づ くに従い緑のない赤茶けた低い山

脈が見え,や がてその中に巨大な白い山並みが夕暮
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れの中にそびえたっているのが見え始めた。これが

天山山脈 (正確にはその支脈 )で あった。

飛行機から降り,カ ザフ・アカデミーの有機触媒

及び電気イヒ学研究所長で今回のセミナーの主催者で

あるSkolvsky教 授らに迎えられ,美 しい東洋風の

女性たちから花束を受取つた。「この女性が着物を

着ると日本Aと そっくりでしょうJと sOkolvsky

教授が冗談を云われた如 く, ここの女性は日本人だ

と云つてもわからないくらいよく似た人も多い。カ

ザフは 100部族以上の集せりであると云われている

が東洋系の人々が多数いるように見えた。

7月 のアルマアタの日中は30～ 35℃ と暑いが雨が

少なく湿度が低いため極めてさわやかであり,夜は
又涼しい。 (冬は零下20℃ になることもあるが比較

的暖かいとのことである )。 日本でいえば丁度札幌

の位置に相当 し共通点も多い。南には五千米級のザ

イリスキー・アラタラ山脈 (天山山脈の支脈 )には

万年雪がまぶ しく光り,町の中心部の街路は正確な

格子状をした近代的な町であり1日 silk roadの 両

側には大きいニンの木が茂 り,森や緑の多い美 しい

町であった。市の中央部にある「緑の丘 」からのネ

オンに輝 《夜影 も又すばらしいDЬめであられ Alma

(リ ンゴ)Ata(父 )と 云
'如
く,郊外には多くの

野生のリンゴの木があったそうであるが,最近は新

種の大きいリンゴが栽培されており,他 の果物も豊

富で丁度サクランボのシーズンで方々でごちそうに

なった。アルマアメのみでなくこのカザフ共和国は

ソ連の中でも最も豊かな地方に属し, 石炭 :石油を始

め種々の鉱産物の資源や農産物 も豊富でまた機械工

業が盛んな (日 本にも技術輸出したとか )工業国で

もある。道を行 く人々も日本で見かけるような最新

の流行のスタィルで,特に女性はおしゃれで, これ
が革命前までベールで顔を覆っていたとは思えない

くらいで,極めて近代的な町であった。

快晴の翌日には,パ スにて郊外の東方数十た2に あ
るインク湖に向った。途中五千年前の古墳群 (こ の

中より2年位前に金で覆われた16才 くらいの女性の

ミイラが発掘されて話題になったそ うである。養蜂

しているところなどを見ながら川沿いに山を登って

行った。インク湖は標高約千六百米のところにあり,

周囲 2～ 3物の小さい湖で水深 100mと 澄んだ水で

有名であったと云う。アルマアタ地方の resort

sp otで あり,周囲は天山杉の茂った山が迫り,そ
の間より雪の残る天山山脈が眺まれるすばらしい景

色のところである。数年前の七月の日曜日,多 くの

人々が湖上でボートに乗り浜辺で水遊びをしていた

時,突然,天山山脈の氷雪がなだれとなって数劾以
上離れた湖中に落下 し,一 瞬のうちに80数名の命を

奪い,湖水はあふれて,湖 口にあった水力発電所を

破壊 し川の両岸をけず夕取って しまう悲劇が起 つた

と云う。今は小さ膝湖となり子供達が水遊びをして

いた。このような氷雪のなだれはこの地方では珍 し

ぬものではなく大陸性気候のため夏期,突然40℃ く

らいに気温が上昇するときに起きると云う話である。

市の南にあるMedeoと いうスケートリンク (世界選

手権が行われて有名 )に行 〈途中には雪崩れ止めの

鉄柵などが谷間の各所に見られ珍らしかつた。

アアルマア′はカザフ共和国中の科学学術の中心で

多数の大学研究所がある。 Sk01vsky教授が所長で

あるカザフ科学アカデミーの有機触媒及び電気化学

研究所を訪れた。研究者百名ほどの小 じんまりした

研究所であるが,その75%が女性科学者であると云
う。飛行場で花束をくれた女性達 も全てこの研究所

の科学者であった。 Skolvsky教授は R何故女性の研

究者が日本から来なかったか 'と 云う質問もここで

は容易に理解出来た。所長は労働英雄で研究のみな

らずカザフ共和国の重要な地位にあると云う。研究

所の主な仕事は固体表面の電位状態と触媒活性との

関係を自ら開発 した装置を用いて実験を進めており

応用面でも重要な発見をされたと聞く。ノ連の触媒

研究所はノポシビルスクに大きいものがあり,先年
そこを訪れた時 rCも 感じたことであるが,一つはソ

連には会社の研究所がない為に日本では会社で行っ

ているような応用研究もこのような研究所で行って

いることである。また所長は絶対の権力を持つてお

り,そ の指導のもとにほとんど全ての研究者が同じ

分野で系統的に研究を進めている。従 つてその分野

では立派な総合的な研究が生れる。 t´かし技術進歩

の早い時代には, ともすると旧態然たる研究を続け

ることにもなりかねない。またこの様なシステムで

は,若い人々の個性的な研究をどのようにして伸ば

すかは,大 きな問題であるように思われた。
セミナーは,朝 9時から夕方 6時まで三日間,町
の公民館で行われた。予定されたソ連の有力な科学

者が不参加だつたりして必ず しも盛上 ったものでは

なかったが,数十人が参加 してロシヤ語,英語を用
いて "触媒研究への新 しいアプローチ "と 云うテー

マで熱心に討論を行つた。



セミナーが終ると,夜は日本へ来たことがあると

云う研究所の人の自宅へ招待されてごちそうになつ

たり (モスタフなどでは考えられないことだが ),

東独から来たジャズバンドのコンサートを音楽堂ヘ

(ド レスアップした人々ばかりであつた ),叉 ソ連
に二校 しかないと云う女子大学の学生のカザフ民謡

コンサートに,カ ザフの伝統の芝居 (カ ザフ語のた

めロシア語の通訳つき )に と,毎夜休みないスケジ

第12回国際オ直物学会に出席して

国際植物学会 はぼ 5年かきに開かれており,前
回はシアトルで1969年 に行われ4493人 の出席者があ

つた。今回の第12回はレニングラードで 7月 3日 か

ら10日 に開催され,出席者は5000人 を越えたといわ

れている。次回はンドニイで1981年 8月 と決つたが,

東京と予想 し期待 していた人も多く,いずれ日本で

も開かれることと思われる。今回の出席者はノ連 ,

合衆国,フ ランス,西 ドイツ,日 本の順に多 く,メ

イ,北 ペトナムからも参加 していたが,中 国,台湾 ,

韓1国 などからの出席者はなかつた。

私は 3月末からロンドンに滞在 していたが, 6月

30日 から開かれた国際植物命名規約会議にも出席す

るため,同 ロレニングラードに到着した。この命名

規約会議は植物分類学者の国際連合が主催する植物

の学名に関する唯一の国際会議で,今 日では国際植

物学会の一つの1部会として開かれている。ことでは

すべての植物の学名に適用されている国際植物命名

規約が討議され,そ のいかなる変更もこの会議で承

認されなければ有効とならない。この命名規約会議

は1864年 の第 1回から20回迄は国際植物学会と呼ば

れ植物名を国際的に統一するための会議であつた。

第21回1900年 からは新たに発展 してきた植物学0他

分野も加わり,今 日の意味での植物学会となつたの

で,これを更めて第 1回 b国際植物学会 とした歴史

がある。

7月 3日 の開会式は市のコンサートホールで行わ

れ,債例の式次第の後 ,レ ニングラード音楽アカデ

ミーによって有名なパレーのダイジェス トが10曲 ほ

ど披露された。ノ違allは今回の学会に非常に熱を入

れていたが, この開会式は特に好評であつた。 4日

からの会議は18の部会に分れて行われた。特に自立
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ュールでいささか疲れたが,組織委員長の心からの

歓迎ぶりに大いに感謝した。特に研究所の八々のつ

ききりの親切な案内と,通訳 としてノボシビルスタ

から来 られた01ga F10rovaさ んの上手な日本語

などは忘れられない。五日間の滞在であつたが,多

くの想い出を残 し,多数の友人に送 られて東京まで

の20時間余の帰途についた。

広 好  (植物)

ハーパ リウム (コ マロフ植物研究所標本館 )

ったのは「植物界の保存」に関するテーマで,固有

種の保護, 自然植生の復元,種の保存に関する植物

園の役割などが討議された。人類の生存にかかわる

問題として植物界の保存と保護に対する参加者の関

心は非常に強く,こ れが今回の学会の統一ンンポジ

ウムに取り上げられたばかりでなく,決議の主題と

しても採択された。この決議は全文18条からなり,

多くの人々に読んでいただきたいと思うが,最初の

橋大
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3条 の要旨だけを以下 1/C紹 介 したい。

1 人類が将来も生存できるためには, 自然保護
の原則と地球上の動植物の種の保存とに矛盾せず,

現在の食料の生産とその配分・貯蔵が行われるよう,

すべての国民と政府に至急訴えたい。

2.人類の食料はすべて植物界に由来するが,地
球のフロラに関する知識は不完全であり,有用であ
る可能性をもつ種も絶滅の危険にさらされているも

のが多い。この問題を扱える植物分類学者の養成と

この研究の援助に力を入れるよ多訴える。

3 人類によって生態系が破壊され,多 くの種が
失われ,人工の荒地が増加 している事実から, 自然
の生態系の変化およびその保護と回複の方法につい

て更に研究を進展させる必要のあることを訴える。

植物学界の保存に関する話題の折に日本は自然の

豊かな例としても公害の例としても挙げられること

が多く,よ く注目されていたことを報告 しておきた

い。しかしその日本では自然の豊かさを,現在日立
つて失われっつあるが, 日本人自身がよく知らない

し, これを次の世代に教える教育も殆んどなされて

いないように思われる。

レニングラードでの学会が終り, 7月 11日 からは

表記の会議が本年 8月 18日 ～ 8月 29日 の二週間 ,

カナグ国ヴァンクーパー市のプリティンュ・コロン

ピア大学で開催された。この会議は,太平洋学術協

会の主催により,太平洋地域に関連する諸問題の科

学的研究における協力推進を目的として,大平洋地
域の46ケ 国が正式メンパーとなっている。1920年 に

ホノルルで第 1回会議が開催されて以来,戦前に 6

回,戦後は 3～ 5年おきに開かれている。1966年 に
は東京で本学 (本郷 )を会場として第11回会議が12

部門の分野で約211110名規模で開かれた。1971年 の第

12回会議 (オ ーストラリア国キャンベラ市 )か ら規

模が縮小され,今回の参加者数は約 800～ 1000名 規
模と聞いている。

今年は,「太平洋地域における人類の未来 」を主
テーマとし, 1 人口問題,2 水産資源, 3.エ
ネルギー資源, 4 土地資源, 5 食糧 資源 ,
6 科学と科学政策, 7 太平洋地域における人類

タジック共和国でパミール高原の植物をみるエタス

カーションに参加 した。ノ連では従来外国の分類学

者の採集や調査にたいしてなかば鎖国状態が続いて

おり, このヒマラヤ西端の地域の植物は日本には標

本もないという有様であった。また我々の研究室で

は1960年 以来日本とヒマラヤ両地域の植物の分類学

的関連について研究を続けているので,西 ヒマラヤ
の植物をみるよい機会でもあった。 4日 間首都 ドシ

ヤンペ周辺の 900か ら3200mに わたっていくつかの

植生を観察 した印象ではここの植物と東ヒマラヤや

日本の植物 との共通性は殆んどみられなかった。 ド

シヤンベ周辺では最高気温40℃ ,最低 -30℃ ,降水
は冬から春に集中するため植物の生育を左右するの

は夏の乾期における乾燥の程度で, これは湿潤な東

ヒマラヤの植物の生育状件とは非常に異なっている。

ほぼ 100種ほど標本を持ち帰れたので詳 しく調べて

みるつもりでいる。またメジック共和国植物研究所

と標本交換の約束ができたので将来の研究を楽 しみ

にしている。エクスカーションの最後には 2日 間の

モスクワ見物が含まれており,羽田に帰 つたのは 7

月21日 であつた。

第13回太平洋学術会議に出席して

イ申 之   (地理 )

の未来の条件の 7つ のサプテーマでシンポジウムが

開かれた。そのほかに,各分野の科学委員会ごとに
シンポジウムがもたれた。

2週間の会期のうち,第 1日 は開会式および会長

講演,第 2～第 5,第 8～第 9日 の平日の午前のは
じめに,サ ブテーマひとつずつをとりあげて基調報

告がなされ,ひ きつづき,分科会ごとにシンポジウ
ム,一般発表があり,夜は,公開講演,常置委員会
の会議などが開かれるという形式で行われた。中間

の第 6～ 7日 の週末には, ノァンクーパー周辺への

見学旅行が行われた。

筆者は会期前半の第 1週 だけ参加 し,国体地球科

学のシンポジウムで発表をし,土地資源のシンポジ

ウム,地理学分科会などにも出席 した。今回の会議
は,東京大会にくらべ規模が小さくなったためか,

やや熱 つぼさrC欠けていたように感じた。また,会
場であるプリティシュ・ コロンピア大学の構内が広

倉米
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大で,発表会場が分散 していたこと,第一週は天候
不順で小雨が降夕つづいたことなど影響 していたの

かもしれない。会議は,比較的小人数で手際よく運

営されており,発表会場によっては,ス ライド映写
が完全に自動化されて,発表者自身で制御できるよ

うになっており, 日本の学会でみるスライド係とい

うような人が会場にいないこともあった。

団体地球科学のシンポジウムは,会議全体のテー
マとはかなり独立 して,GDP(国 際地球ダイナミ
ッタス計画 )の西太平洋,東太平洋地域の作業グル

ープおよび環太平洋火成活動計画のグループによる

討論会だった。第 1日 の西太平洋地域の報告では ,

日本人の発表が中心で,GDPの 日本列島島弧班の
総合報告,海溝に近い地域の地殻変動,海底地震計

などについて報告された。

また最近アメリカ合衆国地質調査所で編集された

中国大陸を中心とする東アジアの地質構造図 (断層

や櫂曲などの分布図 )が紹介され注目された。第 2

日は,東大平洋地域について,ア メリカ・カナダの

研究者を中心として発表があつた。中南米からの参

加者が少なくメキシヨの地球物理学者の発表がひと

つだけなのは残念だつた。第 3日 は火成活動の年代

測定 。時代対比 lrc関 する報告があり,中央アンデス

の深成活動の中心が約 1億 8千年以前から現在まで,

100万年で 1商位のほぼ一様なはやさで南米大陸の

西端から東へ移動 しているという発表などが注目さ

れた。第 4日 は一般発表と総合討論が行われ,海溝

斜面の断層モデル (海溝の陸側斜面には陸側に傾 く

逆断層が何本も発達 しているというモデル )や 前述

の火山帯の移動などが議論の中心となつた。

土地資源のシンポジウムでは,土地 fl」用の生態学

的な研究や,衛星写真による土地資源の解析方法の

開発など,最近注目をあびている分野からの報告が

多かつた。またカナダの土地総局の作成 した植生・

土壌・気候・土地利用などの土地資源に関連 した地

図類が展示されており,関心を集めていた。
いくつかの分野のシンポジウム,分科会が平行的

に聞かれており,筆者が主に会議本来のテーマから

独立的な固体地球科学のシンポジウムに出席 してい

て,全体の動きを充分 1/Cは つかんで膝ないので,本

会議が目的としていた「太平洋地域 rCお ける人類の

未来 」についてどのような結論あるいは方向づけが

なされたかについては充分な見解をのべることがで

きない。

グァンクーパー市は,青 い海にのぞみ,森林にお

おわれた山々を背後にした美 しい街だと聞いていた

が,あ いにくの曇天 。小雨の一週間で残念だつた。

週末の小旅行の午後に,や っと太陽と青空に恵まれ ,

その美 しさを垣間見た。ブリティシュ・コロンピア

大学の構内の広さ,芝生と林,近代的な建築と教場
の設備の良さは, カナグでも一流とされており,研

究・教育に専心するのrC, うらやましいほどの環境

である。

い け ば な の 歴 史

理学部二号館植物に古流いけばなサークルがあり

ますので,hけばなの歴史を調べてみま した。
西暦 754年 (奈良時代 )に大伴宿弥家持が,山吹

と壺で眺めながら飲酒した。これが日本最古のいけ

ばなとされている。

1113年 (平安時代 )に仏前供花のことが記されて

います。仏教信仰が上流貴族に受けいれられてきた

のと並行 して,仏前の供花を瓶子や壺,皿 などに水

を入れた中に挿 して献ずることが一般化 した。花摘

道心とか花衆とかいわゆる僧侶が指定されるのは ,

もつと後のことであるが, と1/Cか く寺僧の勤めとし

ては, この花の献供という作法があった。そ して仏

工旱 彦  (植物)

の花とよばれるシキミや,本来仏教に縁の深い蓮の

花などを,水 をいれた物に挿 し供えることが行なわ

れるようになつた。ただ花を自然のままに仏前に横

たえておくとか投げ出してお くのではなく, これを

生かすように用意をもって供花となった。平安朝か

ら中世にかけて,京 の高雄の神護寺で催される法華

会の第 5日 ,桜の枝に捧物をつけて男女が多数,こ
の山に登っていつた。仏教行事と花との関係はほか

にも,念仏による極楽往生を祈念する傾向が強まっ

ていった間に,多様になっていった。その仏前供花
の思想伝統が,中世には立花の花道を生みだす契機

ともなる。公家女房たちには花は, 日常の話題 とし

山〓目

-8-



て頻繁にのなるようになり,人生を花にたとえたり

して遊んだりすることもあった。

中国の末代には花斉園芸が著 しい発達を示 したが,

その影響は平安木期の公家生活に及んだ。園芸を楽

しむ中で,品種の多様化をはかるとともに,花を草

木とあわせて手折ったとき,それぞれの花の美 しさ

にとどめず,枝葉を全体に美 しくすることを求める

ようになった。そうすることによって面として,立

体 として,周 囲に調和させる中で美 しく造型するこ

とまで現われてきた。

南北朝から室町時代にかけては,戦国の世に代表

されるように,公武の人びとは互いに疑心暗鬼で人

を見るようになったが,個人の実力に自信のないも
のは,他の仲間にする必要があった。そこで平素の

協同性を確認 し合える機会として,茶の湯や連歌 ,

能楽鑑賞など,種々の寄合が,公家,武家の間で度
々聞かれたものである。こうした寄合の流行の中で,

花会という催 しも流行 した。この頃になると花瓶に

込葉をはめこんだ中に,花の草木を挿 し立てたもの

のようである。

1418年 (室町時代 )日 本最初の挿花家である立阿

弥の名前があります。当時将軍家は,花会の季節だ
つた七夕はもとより, 2月 は紅梅,水仙, 5月 は夏

菊,立秋には仙翁花というふ うに季節の草花が諸家
から進上され,そ れがさらに禁裏へ贈られるという

のが,年 中行事となっていた。それらの花を将軍家
では同朋衆がいけて殿中の飾夕とした。その役を立

阿弥がした。この時代に座敷飾りを法式化 した,芸

阿弥 も出た。この法式は今日でも伝統花がいさづい

ているのと同じに座敷飾りも生かされている。

「 なげいれ」のいけばなが最初に見られる文献は ,

室町期のいけばなの秋伝を編集 した「文阿弥花伝書」

に,「 なげいれ花と云事はふねのはなの事つむなり

口伝」とある。なげいれが茶の湯の愛好者に好まれ,

茶の席に飾られるようになった時代がある。1572年

から1590年 までの茶会の日記「津田宗及日記 Jに ,

季節の草木や花を「御馳走とし」て「いれ 」るとあ

る。利休による茶の湯の大成の中で,位置づけられ
た茶の湯のなげいれ (茶花 )は小間の茶室における

象徴としていちづけられた。元禄年間には,紀 の国

屋文左衛F]に代表される巨万の利益を得た新興町人

達は,伝統の重みを感じない自由人達でもあって ,

彼らの日常生活の奢移とあいまって広がっていつた。

1529年 には現存する日本最古の花伝書「宗清花伝

書 」が書かれた。著者は不明。

自然の草木を手折り,瓶 などに「たてる」という

思考とその所作は, この世に「たて花 」といういけ

ばなを咲かせた。「たて花 Jが全盛をきわめた時代

は,1492年から1952年 (室町時代 )で ある。「たて

花 Jが 7,80年 を経て後に「立花 Jと して変わつた

と思われます。「 たて花 」が「立花 」と呼ばれるよ

うになったのはいつであるかわかりませんが,江戸

初期1683年 に刊行された「立花大全 」があるのでこ

の頃と思われる。1542年 に池坊専応が相伝 した「花

伝書」にもほぼ「立花 」と思われることが書れてい

る。1594年 から1800年 (安土桃山から江戸中頃まで)

は立花の全盛時代である。

1769年 に古流初代 。一志軒宗普が古流を創始 曖 。

1803年古流三世家元 。関本理遊によつて,古流「生

花 」(池坊の立花と同義語 )が大成された。

明治維新によって政治行政機構の大変革によって

多くの伝統的な文化遺産を失なつたが,い けばなも

まったく見捨てられた存在であった。

江戸で最大の流派として盛名のあった古流四世家

元・関本理翁は「 日々の生活の儀,殆 ど当惑つかま
つり候 Jと 金沢の古流会頭近藤理清に援助をもとめ

た手紙を出している。古流は加賀藩の庇護をうけ,

江戸と金沢に勢力を張っていたので,流そのものを
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金沢に移すことで存続 したが,江戸に本拠をかまえ
ていたほとんどの流派は,その時期に中断または断
絶 してし遺った。

明治の文明開化が始まる初年から,20年間はいけ

ばな界にとって最悪の時期であった。 しかも欧イヒ政

策によつて,伝統的な立花はその主流の座を保つこ

とができず,い けばなは沈滞期におちいった。 しか
し20年代から30年代にかけての明治政府の文教政策

が国枠的な方向へと変革 したので,伝統的な立花が
再び陽の眠を見始めた。

やがて30年代に至つて,西洋草花を花材とした盛
1」 ,ヽ

花が登場する。このことは明治の欧化政策による生

活様式の西洋化は,い けばなを飾る空間を,床の間
からテープルの上などへと拡大させていった。この

頃の盛花の創始は小原雲心によってなされたものだ

が,一般にその創始は,洋風建築の卓上にかかれる

水盤 rC色美 しい西洋花斉を挿 したことに始まるとさ

れていた。

大正年間には,盛花は大衆の中に浸透 し,大衆雑
誌等によって,急速に広がつていったが,昭和初年
にかけて自由花の運動が提唱された。自由花の運動

は立花という伝統的ないけばなに対 してだけでなく,

形式化におちいろうとする盛花に対 しての警鐘でも

あつた。西洋草花を用いた新 しい手法は単なる色彩

的洋花の組み合せを超えて, なげいれの中から自由

さを,洋花の姿の申から日本人的情緒を汲み取ろう

とした自由花の運動は現代の体けばなまでその影響

が及んでいる。

近代いけばなの新 しい芸術運動が自由花運動の延

長として始まるかに見えたが,戦争によつて中断さ

れ,近代いけばなが前衛という名のもとに出現 した
のは戦後であった。

終夕に私達のいけばなサークルを紹介 したいと思

います。発足以来,今年で10年 になります。始めは

5人ほどの人数でしたが,現在15人 の人達が稽古に
きています。メンパーは植物,動物,化学の各教室
と中央事務に勤務するうら若き?女性の人達です。

この10年間五月祭でいけばなで数回参加 し,対外活

動も活発に行なわれています。特にこの 2, 3年 間

は著 しい活躍である。これからも皆さんと共に楽 し

いサークルを目ざして努力したいと思います。

私の読んだ本 (23)

B.E.ノ ルティンク著,大鹿 。金野訳

「 研 究 人 間 ― 倉」造的科学技術者
への道 ― 」 (共立出版,1975)

B.E.ノ ルティンク著,大鹿・住吉訳

「 続 研 究 人 間 ― 科学技術者の創造1生 を生かす道 ― 」 (同 上 )

不口  田  口召  允  (物理 )

この二,三年,本屋の店頭でよく繋……に成功す   紙面が少いので,日 次から抜き書きして見ると,
る法 ", t・….の コツ"あ るいは, R HOw to …  章立ては,「何を」,「 どこで」,「いつ 」,「誰
・̈ 'な どとい う表題をみかける。これらの本が,大  が」,「いかにして」,「 なぜ 」研究するかという
衆向き,サ ラリーマン向き,も しくは経営者向きに  ようになっている。たとえば,第 3章 には, “ひと
かかれた一種の処世術であるという分類に立てば,  つのポス トにどれ位いればよいか "と いう節があり,
ことに紹介する本書は,研究者,と くに経営者的研  その中に下に示すような図が出ている。いろいろと
究者たらんとする人に向けて書かれたものである。  思い当ることのある図だが,新 しいアイデアに対す
これは,す こしうがち過ぎた見方かも知れないけれ  る柔軟性が,自 分の年令あたりで急降下 しているの
ども,副題の「創造的科学技術者への道 」からいっ  を見るのはイヤな感 じのするものである。理学部教
ても,ま あ,当 らずといえども遠からずといえよう。  授会の平均年令はどの辺になるのだろうか。しかし,
ただし,研究者・技術者の処世 (処研究 ?)の教科  例外 ということもあるに違いない。
書として見るか,あ るいは彼らの生態学として読む   さて,続編の方では,研究者の生態観察という要
かは読者の自由である。              素がさらに強 くなっており,章は,「科学者という
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新しいアイデアに対する柔軟性

20

種族 」「研究所の解剖学 」「研究所の生理学 」「上

級研究者 」「下級研究者 」「研究所の戦略 」「研究

所の倫理学 」などである。

傑作なのは,最後の章に颯正直と馬鹿正直 "α 嫉

妬 "燎 謙譲 "な どlrcっ いて説かれていることである。

全体としてまじめな本であり,参考になることや

耳の痛いとともいろいろと書かれている。 しかし,

だんだん読んでいるうちに,私 自身は初めに書いた

く学部消息〉

7月 理学部会合日誌

7月 2日 (水) 会 計 委 員会  1000～ 1200
″ ″ ″  主 任 会 議  200～ 315
〃 8日 (力   会 計 委 員会  1000～ 1200
″ 12日 (土) 教 務 委 員会  10.00～1200
″ 14日 (月 ) 理 系 委 員会   200～ 400
″ 16日 (水)  教  授  会   200～ 400
″ 21日 (月) 理職定例交渉  1230～ 1_50

教授会メモ

7月 16日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320

1 前回議 事承認
2 人事異動等報告
3 会計委員会報告 (佐 々木 )
昭和50年度校費予算配分書案が承認された。

4 教務委員会報告 (朽津 )
5 寄 附 につ い て
6 教育実習について (竹内 )
7 共通 1次大学入試について (岩堀 )

図2 年 齢 と 記 憶

ふたつの うちの,生態学 として受けとる方 になって

来た。これは,「株で儲 る法 」を読んで大金持 にな

れる筈はないと思い込んでいるせいか もしれない。

このような意味か らい っても,若手向きとい うより

は,む しろ定年後に大学長 ,研究所長,企業 の研究

担当重役 になられる方,あ るいはなろ うとしてか ら

れる方々の一読をおすすめする。

9月 理学部会合日誌

9月 10日 (水) 会 計 委 員 会  1000～ 1200
″ ″ ″  教 務 委 員 会   130～ 4.00

″ 17日 (水)   教   授   会     130～  300
″ 22日 (月) 人 事 委 員 会   1030～ 1200
″ 29日 (月) 理 系 委 員 会   2.00～

教授会メモ

9月 17日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320

1 前回議事録の承認
2.人事異動等の報告
3.評 議 員 の改選
田丸教授に決定。

4 会計委員会報告 (佐 々木 )
5 教務委員会報告 (朽津 )
かねてから入試改革問題について大学本部か

ら諮問のあった諸点に対する理学部の解答が

紹介された。

11‖ 1‖ l‖ 1111111111Ⅲ IIIIIIll‖ |||||||||II‖ lⅢ IIlllllllllⅢ llⅢ llll‖ llllllⅢ III‖ 1‖ 111111111111‖ Ⅲ‖|111111111Ⅲ IⅢⅢIIIIIIIII‖ Illlllll!|:||llIIIIlll‖ Il!|11!l!lllllllllllllllIIlllllllll
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〔助 手 〕

教室  官職
物 理 助 手

化 学 助 手

地 質 助 手

植 物
植 物
生 化 助 手
化 学 助 手

天 文 助 手

植 物 助 手

〔講師以上 〕

教室  官職
化 学 助教授

物 理 講 師

植物園 助教授

生 化 総理府
技官

氏   名
上 原 喜代治
竹 田 満洲雄
清 水 平 道

井 上 康 則

原 山 重 明

長谷川 政 美
石 塚 英 弘
吉 村 宏 和

磯 野 克 己

氏

馬 渕
名

久 大

蟻 川 達
古 沢 潔

溝 渕

人

発今年月日

50  8 24

50  9. 1

50  8 31

50  9. 1

50  9  1

50110  1

50 10  1

50. 9 6

50 731

異

復 職
復 職
退 職
助手 rC採用

助手 1/C採用

転 任
転 任
復 職
退 職

動

動  内  容

異 動 内 容

東京国立文化財研究所研究室長に
転任

東京農工大学助教授に昇任

教育職01等 級 (東京大学教授理
学部附属植物園 )に昇任させる

文部教官教育職02等級 (東京大
学助教授理学部 )に転任させる

備    考
休職期間507.1～50823

″  48121へもα&31

統計数理研究所

国文学研究資料館

休職期間50815～ 50.9.5

研 究 期 間

50. 9 20～ 51. 9 19

51. 1 1～ 51.a30

50 11  1 -50 12 31

50  9 10～ 50.11.10

50  9.28へ 5́0.11 30

50. 11  1 -50. 12. 15

異

発冷年月 日

50 10  1

50 10. 1

50  8  1

潔 50.91

考備

男

夫

教室  国 籍
物 理  フランス

地 物 イギリス

数 学  プラジル

地 理  イギ リス

物 理 西 ドイツ

物 理 カ ナ グ

f&
Jean Marc Jallon

Derek York

Mauricio IW Peixoto

G, Parry Jones

I{.A.Weidenmiil ler
Erich W. Vogt

外 国 人 客 員 研 究 員

現       職

CNRS細胞遺伝センター研究員
(堀田 )

トロント大学教授

プラジル純枠応用数学研究所副所長

ウエールズ大学教授

ハイデルベルグ大学特別教授

プリティシュ・コロンビア大学教授

所属  官職   氏
物 理 教 授 桑 原

″  ″  吉 川

7月 海外渡航者

渡 航 先 国  渡航期間
アメリカ合衆国 Zl～ 819
ノビエト連邦共  7.3～ 713
和国

フ ラ ン ス 74～ 726

-12-

渡   航   目  的
グラファイトの電子的物性の研究

大 トカマク実験のための委員会出席

第 9回 国際堆積学会議出席及び研究連絡

名

五 郎

庄 一

東地  質 飯 島



所属  官職   氏  名   渡 航 先 国  渡航期間     渡  航  目  的
化 学 教 授 黒 田 晴 雄  カ  ナ  ダ 76～ ■26 ESCA36使 用者会議及び有機固体国際会

フ ラ ン ス       議出席及び研究連絡

″   ″  島 内 武 彦 フ ラ ン ス 79～ Z16 CODATA執 行委員会出席

地物研  ″  等 松 隆 夫  アメリカ合衆国  712～ 95 地球物理学の研究
物 理   ″  吉 り‖ 庄 一  アメ リカ合衆国  721‐ 231 プラズマの閉 じ込めの研究
人 類   ″  渡 辺 直 経  イ ン ドネ シ ア 724～ 8.3 ジャワ化石人類遺跡調査に関する研究連絡
地 球  ″  浅 田  敏  アメリカ合衆国  7.26～ &26 メンドシーノ岬沖 における海底地震観測

サイス ヾンテ ィの精密 な調査

物 理   ″  佐々木  亘  アメリカ合衆国  7.27～ 924 第14回 国際低温物理学会議出席及び著名科
フ ィン ラ ン ド      学者交流 プログラム参加

″   ″  有 馬 朗 人 ォ ラ ン グ 730～9,3 大 きな殻模型国際会議出席及び研究連絡
連 合 王 国

地 球 助教授 河 野   長  イン ド,マ ダガ 71～ 817 マグガス カル・東 アフ リカ地学総合調査
スカル,ザ イー
ル,ウ ガング ,
タンザニア

物 理  ″  清 水 忠 雄  アメリカ合衆国 713～81 ゴー ドン会議「原子物理学の新 しい方向 J
及び電子・原子衝突国際会議出席並びに研
究連絡

人 類   ″  尾 本 恵 市  フ イ リ ピ ン ス16～725 蛋白多型か ら見た太平洋地域人類集団の遺
伝的多様性 の研究実施

化 学 講 師 秋 葉 欣 哉 ユーゴス ラピア 710～ 7.27 第 5回 複素環化学国際会議出席及び研究連
ドイツ連邦共和国        絡

地 球 助 手 兼 岡 一 郎 マ ダ ガ ス カル 75～ 817 マダガスカル・東 アフリカ地学総合調査
″   ″  高 野  敬  アメリカ合衆国  726～ 8.17 メンドシーノ岬沖における海底地震観潰Uサ

イス ミ・/テ ィの精密 な調査

8月 海外渡航者

F7r属   官職  氏  名   渡 航 先 国  渡航期間      渡  航  目  的
化 学 教 授 朽 津 耕 三 連 合 王 国 81～ 828 第10回 国際結晶学連合総会会議出席及び研

オ ラ ン ダ       究連絡
デ ン マ ー タ
ドイツ連邦共和国

物 理   ″  和 田 昭 允 デ ン マ ー ク 8.1～817 第 5回国際生物物理学会出席及び研究連絡
連 合 王 国
フ ラ ン ス

化 学  ″  田 丸 謙 三 中華人民共和国  84～ 819 解媒技術に関する技術 2x~流

臨 海  ″  小 林 英 司 連 合 王 国  86～ 824 ヨーロッパ比較内分泌学会出席及び研究連
ドイツ連邦共和国        絡

地物研   ″  福 島  直 フ ラ ン ス 8.19～ 913 第16回 国際■ll地学地球物理 学連合総会出席
ドイツ連邦共和国       及び研究連絡

物 理   ″  植 物 泰 忠  アメ リカ合衆国  a20～96 準二次元系の電子論に関する国際会議,表
面伝導性 の研究会出席及び研究連絡

化 学   ″  向 山 光 昭 ア メリカ合衆国 824～831 生物有機化学 と酵素 モデル本会議出席
地物研  ″  小 日  高 カ  ナ  ダ 828～925 極光 VLF自 然電波及び地磁気脈動 の共同

研究

化 学   ″  斉 藤 信 房 ス ベ イ ン 829～ 9 12 1UPAC第 28回総会出席及び研究連絡
フ ラ ン ス

″   ″  藤 原 鎮 男 ス ペ イ / 829～ 913 1UPAC第 28回総会出席
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所属  官職
物 理 助教授

生 化  〃

物 理   ″

地 球   ″

物 理  ″

地 球  ″

化 学 講 師

地物研  ″

物 理 助 手

地 球   ″

化 学  ″

所属  官職
物 理 教 授

地 質  ″

物 理   ″

天 文 助教授

物 理 助 手

氏   名
池 上  明

田 隅 三 生

小 林 俊 一

河 野   長

鈴 木 増 雄

永 田  豊

奈良坂 紘一

佐 藤 哲 也

伏 見  譲

梶 田 晃 示

倉 伸 之

田 文 明

水 谷  仁
岡 崎 廉 治

氏  名
西 島 和 彦

久 城 育 夫

久 保 亮 五

小 平 桂 一

天 埜 尭 義

渡 航 先 国

デ ン マ ー ク

連 合 王 国
フ ラ ン ス

ドイツ連邦共和国

デ ン マ ー タ

連 合 王 国

フ ィン ラ ン ド

フ  ラ  ン ス

フ ラ ン ス
ハ ン ガ リ ー

イ タ  リ  ア

フ  ラ  ン ス

アメ リカ合衆 国

フ ラ ン ス

ドイツ連邦共和国

デ ン マ ー ク

フ  ラ  ン ス
ドイツ連邦共和国

フ ラ  ン ス
フ ィ ン ラ ン ド

オ ラ ン グ
ハ ン ガ リ ー

アメ リカ合衆 国
カ  ナ   グ
ハ ン ガ リ ー
ベ ル ギ ー

ス   イ   ス
ドイツ連邦共和国

フ  ラ  ン ス

フ  ラ ン ス
ドイツ連邦共和国
ベ ル ギ ー

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

フ  ラ ン ス
アメ リカ合衆国

ドイツ連邦共禾1国

オ ース ト リア

ドイツ連邦共和国
オ ラ  ン グ

アメリカ合衆国

渡航期間

8 1～ 817

8 1～ 817

8. 9^‐ 831

823-913

823-925

823-9 9

8.17
～ 51816

819-916

8  1^‐ 8 17

89～ 831

818～9 4

819-9 7

822-9.12

829～ 9.16

9月 海外渡航者

渡  航  目  的
第 5回国際生物物理学会出席及び研究連絡

同 上

第14回 国際低温物理学会議出席及び研究連
絡

第16回 国際測地学地球物理学連合総会出席

統計力学国際会議出席及び研究連絡

第16回 国際測地学地球物理学連合総会出席

有機合成化学の研究

第16回 国際測地学地球物理学連合総会出席

第 5回 国際生物物理学会出席及び研究連絡

第14回国際低温物理学会議出席及び研究連

絡

第13回太平洋学術会議出席及び研究連絡

統計力学国際会議出席及び研究連絡

第16回 国際測地学地球物理学連合総会出席

光化学の合成的有様性に関するコーロッパ

国際会議出席及び研究連絡

渡  航  目  的
素粒子論の研究

パリ大学夏期学校出席及び研究連絡

IUPAP第 15回総会及び執行委員会出席及
び研究連絡

天体物理学国際会議「 A型特異星の物理 」
出席及び研究連絡

分子分光学,特 にレーザー分光学の研究

米

　

柴

理

　

　

理

地

　

　

物

渡 航 期 間

9 4
-511 25

9, 6
～ 513.31

9.20～ 105

9  6-931

914
～ 51.9.16
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50,9.29

専門課程
盤

定 員

略

藤

志 願 者 数 受 験 者 数 第 1次合格者数 第 2次合/PI者数

本 学 畔 計 本 学 眸 計 本 学 峻 計 本 学 畔 計

物 理 学
天 文 学
地球物理学

学数

学

生 物 化 学

動 物 学

植 物 学
人 類 学
地 質 学
鉱 物 学
地 理 学

相関理化学

裂颯 柔

27

55

6

18

41

22

9

12

5

14

4

8

20

6

58

94

6

17

43

21

9

9

3

4

4

8

51

7

44

182

15

15

47

36

8

9

3

7

3

34

22

102

276

21

32

90

57

17

18

6

11

4

11

85

29

53

92

6

17

43

21

9

8

3

4

4

8

47

7

41

165

15

14

38

30

8

9

2

7

3

31

18

94

257

21

31

81

51

17

17

5

11

4

11

78

25

16

38

2

7

30

13

6

8

2

3

3

11

6

54

103

6

23

73

32

15

16

5

7

4

11

38

12

１

０

１

６

２

・３

８

４

１

４

４

６

６

６

5

2

15

4

9

3

1

2

3

３

５

１

０

１

６

・

９

６

１

７

４

・６

１

６

計 272 247 334 425 759 322 703 254 399 216

昭和51年度修士課程入学試験入学志願者数r受験者数,合格者数

本学出身者の学部別志願者

受験者合格者数 2つの専門課程合格者

学  部 志願者数 受験者数
第 一 次

合格者数

第 二 次

合格者数

養

理

　

工

農

薬

経

教

教 育

254

52

21

3

2

1

1

247

50

20

3

1

1

1

208

28

14

1

1

1

1

150

16

5

1

計 334 323 172

専 門 科  目 合格者数

化 学・相 関理化学

植物学 。相関理化学

名

　

名

計 2   44



理 学 博 士 単 位 授 `与 者

昭和 50年 7月 14日 付授与者

専 門 課 程 氏 名   論  文  題  目

物  理  学  山 崎 聞 雄  気体の性質にもとづ く分子間力の解析
化        学   今 橋 勇 三   cIDNP Studies on the Thermolysis and photolysiS Of Methyl

Diazoacetats in Ethers and Halides(エ ーテルおよび有機ハログン
化合物中でのジアゾ酢酸 メチルの熱分解お よび光分解反応のCIDNP
による研究 )

生 物 化 学  野 村 晃 司  コラグナーゼの特異性
人  類  学  原 田 勝 二  IsOzyme Variations in Hullnan Tissues and Erythrocytes Exarni―

腿認 署襖Ъ:電り機謂 ぼl∵l細纂TSl撃碁予晟港暑漆矛ダ
イソザイム変異 )

学 位 規 則  二 谷 頴 男  Studies on the Kuroshio(黒 潮の研究 )
第 3条 2項該当

同     竹 内 光 弘   Tangent cOalgebras and hyperalgebras I,1(接 コアルジェブラと
ハイパーアルジェプラ I, 1)

同     申 村 道 治  Distributed■Feedback Gぶs Lasers(分布帰還形 GaAsレ ーザ )
同      小 林 喜 光  Radiation Effects on the Polyη etaphosphates(ポ リメタタん 酸

塩への放射線効果 )

同     小 島 日出夫  鉛およびその合金の塑性変形におよぼす超伝導遷移の影響
同     請 井 一 利  一次元的金属性化合物としての鉛 ンタロシアニンの研究 (Lead Ph―

tha locyan ine :A One― dimensional MetaHic CompOund)

昭和 50年 9月 29日付授与者

専 門 課 程 氏 名   論  文  題  目

動  物  学  常木 和日子  下等脊椎動物の視床下部―脳下垂体系の研究
学 位 規 則  加地 紀臣男  On the C― entropy of stable processes(安定過程のイプシロン・
第 3条 2項該当          ェントロピーにういて )

同     窪 ノ‖義 広  局所型エルゴード定理
同     松 島  久  Deve10pmental Studies On Plant Microbodies(植物 ミクロボディ

の発生学的研究 )

同       山 岸 皓 彦   Electron Transfer Reactions of lon Radical,and Related Pheno一
mena(イ オンラジカルの電子移行反応 と関連 した現象 )

同    津 野 義 道  On the prolongatiOn Of local holomorphic solutions oF nonlin“ r

partial diffё rential equatiOns(非線型偏微分方程式の局所正則
解の延長について )

同     伊 藤 青 義  炭化水素資化性細菌の糖脂質に関する研究
同     池 田 幸 雄  The lritono igneous complex(入遠野火成複合岩体 )
同     山 崎 篤 磨  CIose Binary Stars of W Ursae MajOris Type(大 熊座W型近接

連星 )

同     木 宮 一 邦  花こう岩の風化引張強度指数 (TSI)と その地質学的意義
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昭和50年度科学研究費補助金配分内定一覧 (第二次)

課 題 番 号

一  般  B

046029

- 般  C

054053

054055

054064

総  合  A

034012

034013

038007

奨  励  A

074068

氏名口
ｍ題課

配 分予定 額

50年度 51年度

数理解析における非線形問題

数理物理学の位相解析的・数値解析的研究

天体における磁場の形状と流体力学的構造

岩石中の動電効果の測定

函数解析学の研究

銀河系プラズマの研究

生体膜 としての光合成器官の特性と分子の存在状態

ランタンドイオンプ百―プ法による nイ ルコール類の内
部回転異性の研究

〓
一　
郎
　
仁

清
　
緯

藤
　
野
　
谷

伊
　
海
　
水

４
　
６
　
６

線

線

線

内

内

内

理

物

理

地

動

物

巌

郎

治

‥

堀

下清一

樹

集

小

木

猪

編

′―
―
ｌ
ｔ

藤 田

伊 藤 清 三

海野 和三郎

森 田 茂 広

稲 垣 冬 彦

千円

1,800

1,020

800

900

1,400

1,400

2990

290

0

0

0

0

0

0

0

0

夏休みの前後にひらかれた国際会議の興味あるリポートと,お 〈ゆかしい生花の話で本号
を編集してみました。御多忙中を寄稿された諸先生に御礼申しあげます。

最近「 書評 」欄がやや原稿不足で困つております。本文 も含めて積極的な投稿を歓迎 しま

す。

追記)ま さに最終版におろそ うとしていたとき,江橋先生の文化勲章受賞のニュースがとび
こみました。早速お祝の文をお寄せ頂いた植村部長の御厚志を深謝すると共に,編集委員
会として本誌が三度びさわやかなニュースを理学部の皆様にか伝えすることができたこと

を喜んでお ります。

理 2号館 205号 室

理 2号館 22号室

理 1号館 461号室
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